
２０２２年度 社会学部 時間割表に関する注意点 

時間割表の見方について 

入学年度によって、科目名称・開講コース・履修可否などが異なります。自分の入学年度の授業科目一覧表や履修

要綱を参照したうえで、自分の該当するカリキュラムで開講されている科目名称（科目の区分）を確認のうえ、履修計

画をたててください。 

（例） ※２０１７年度以前入学生の方は特に注意してください。 

 

 

・情報科学と Communication 〔MCC〕 → 全学生が履修可能 

・情報科学と Communication 〔ICP〕  → 2013 年度以前入学者のみ履修可能 

・情報科学と Communication 〔IDP〕  → 2014 年度以降入学者のみ履修可能 

 

【注意点】 

★対面授業実施科目のみ教室を記載しています。オンライン授業実施科目は「オンライン」と記載しています。 

★教室変更・休講については、情報ポータルまたはWeb 掲示板で確認してください。 

★時間割の修正・変更はWeb 掲示板で発表します（他学部公開科目については、Web 掲示板で確認してください）。 

★同一時間（同一曜日時限・同一授業期間）に２科目以上履修することはできません。 

★開講科目のうち、シラバス上で「春・秋学期両方履修することが望ましい」などの指示がある場合は、原則として春・秋

学期両方を履修登録するようにしてください。ただし、以下についてはその限りではありません。 

a. 各教員から「秋学期のみ独立して履修可能な科目」として指定されている場合 

b. 前年度までにⅠ・Ⅱいずれかの単位が不合格だったため再履修する場合 

c. SA・派遣留学予定学生 

★過年度に単位修得済みの科目を履修することはできません。 

★多摩キャンパスの開講科目と市ケ谷キャンパスの公開科目を同じ曜日に登録し、履修することはできません（ただし、

資格科目を除く）。 

★履修登録確定後の変更は一切認めません。十分に注意して登録手続きを行ってください。 

★「教職・資格」科目の受講には受講料が掛かる場合があります。詳細は教職・資格課程履修要綱で確認してください。 

★他学部公開科目については、他学部のWeb シラバスを確認してください。 



2018年度以降入学生

単位数 学年 科目群 対象

2 1～4 視野形成科目　Ａ群 -

2 2～4 社会学科　学科共通展開科目 -

2 2～4 メディア社会学科　学科共通展開科目 -

2 2～4 諸外国語選択科目 留学生のみ履修可能

2 2～4 Advanced English Program 2018年度～2021年度入学生のみ

2 2～4 Advanced English Program 2018年度～2021年度入学生のみ

2017年度以前入学生

単位数 学年 科目群 対象

2 1～4 視野形成科目　Ａ群 -

2 1～4 コース入門科目（社会学科・メディア社会学科） -

2 1～4 コース入門科目（社会学科・メディア社会学科） -

2 1～4 コース入門科目（社会学科・メディア社会学科） -

2 2～4 環境政策コース -

2 2～4 環境政策コース -

2 2～4 コミュニティ・デザインコース -

2 2～4 メディア制作、メディアリテラシープログラム 〔MLP〕は2013年度以前入学者のみ

2 3～4 メディア制作、メディアリテラシープログラム 〔MLP〕は2013年度以前入学者のみ

2 3～4 メディア制作、メディアリテラシープログラム 〔MLP〕は2013年度以前入学者のみ

2 3～4 メディア制作、メディアリテラシープログラム 〔MLP〕は2013年度以前入学者のみ

2 4 メディア社会コース、メディア文化コース -

2 4 メディア社会コース、メディア文化コース -

2 4 メディア社会コース、メディア文化コース -

2 3～4 情報デザイン、情報教育プログラム 〔ICP〕は2013年度以前入学者のみ

2 2～4 社会調査プログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4
政策リテラシー、公務員、社会学総合、メディア制作、

Advanced English Program、メディアリテラシープログラム -

2 2～4 Advanced English Program -

2 2～4 Advanced English Program -

2 2～4 諸外国語選択科目 留学生のみ履修可能

2 2～4 企業と社会コース 2014年度以前入学者のみ

2 1～4 視野形成科目Ｃ群 2013年度以前入学者のみ

2 2～4 情報教育プログラム 2013年度以前入学者のみ

2 3～4 情報教育プログラム 2013年度以前入学者のみ

２０２２年度開講の特殊講義について
2022年度に開講する特殊講義（特講）は以下の通りです。なお、特講は授業科目一覧表には記載しておりません。

科目名

科目名

特講（コミュニケーション・デザイン論）〔MPP〕〔MLP〕

特講（地域・都市社会学の再構築）

特講（文化社会学）

特講（メディア社会入門）

特講（メディア社会学基礎）

特講（エネルギー論）〔EPC〕

特講（気候変動論）〔EPC〕

特講（創作実践指導）

特講（地域・都市社会学の再構築）〔CDC〕

特講（創作実践指導）

特講（コミュニケーション・デザイン論）

特講（物語プログラミング）〔ICP〕 ※1

特講（プログラミング上級）〔ICP〕 ※2

特講（社会調査のリテラシー）〔SRP〕

特講（地域と産業）〔BSC〕

※2　プログラミング初級Ⅱが履修前提

特講（英語講読ＣⅠ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（英語講読ＣⅡ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（ビジネス日本語）

特講（外書講読　社会政策科学　１Ａ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（外書講読　メディア社会学　１Ｂ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（外書講読　社会学　２Ａ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（ビジネス日本語）

※1　プログラミング入門が履修前提

特講（メディア分析実践）〔MPP〕〔MLP〕

特講（映像制作実習）〔MPP〕〔MLP〕

特講（広告制作実習）〔MPP〕〔MLP〕

特講（デジタル情報環境実習）〔IDP〕〔ICP〕

特講（メディア社会学（表現））〔MSC〕〔MCC〕

特講（メディア社会学（分析））〔MSC〕〔MCC〕

特講（Skill-Based English ＡⅠ）〔AEP〕

特講（メディア社会学（設計））〔MSC〕〔MCC〕

特講（外書講読　メディア社会学　１Ａ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（英語講読ＤⅠ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（英語講読ＤⅡ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（社会を変えるための実践論）

特講（外書講読　社会学　３Ａ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（外書講読　社会学　３Ｂ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（外書講読　社会学　２Ｂ）〔PLP〕〔PSP〕〔GSP〕〔MPP〕〔AEP〕〔MLP〕

特講（Skill-Based English ＡⅠ）

特講（Skill-Based English ＡⅡ）〔AEP〕

特講（Skill-Based English ＡⅡ）


